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【みよし探訪１９ みよしのホタルを見よう！】 

 地域づくり協議会「みよし」では5月28日(土)に【みよし探
訪20 有機農業の里 三芳村生産グループの見学】を企画し開催
しました。三芳村生産グループは、自然の力を活かす農法を実
践し、農薬や化学肥料を使わないだけではなく、土づくり、堆
肥づくりにまで気を配り野菜などを生産し配送までを自分たち
でしているグループです。 
 この日、参加者は山名共同館に集合し説明を聞いた後、三芳
村生産グループの集荷場の様子を見学し、２km程度のウォー
キングをしながら、山名地区の圃場の見学をしました。見学を
終えてからの座学では、三芳村生産者グループの和田さん、溝
口さんから生産者として試行錯誤した事や、三芳での野菜づく
りについて貴重なお話を聞きました。熱心な参加者の方々から
質問が多数あり、充実した時間を過ごしました。 
 

 地域づくり協議会「みよし」では、5月26日(木)に【みよ
し探訪19 みよしのホタルを見よう！】を開催し、約45名の
参加者がホタル観賞を楽しみました。 
 現地ではホタル博士の小林さん(安房生物愛好会会員)を講
師に、ホタルの生態についてのお話と紙芝居を見せていただ
きました。小林さんが用意してくれた箱の中にはホタルの幼
虫が入っていて、幼虫の足は何本あるかな？と言う小林さん
の出したクイズに子どもたちは興味深そうに幼虫を覗き込ん
で観察していました。ホタル観賞を始めると数匹しか飛んで
いなかったホタルが一斉に群舞となって飛び始め、参加者か
ら歓声があがり大人も子どもも感激し、三芳のホタルを満喫
していました。 
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※インターネットの閲覧にはインターネット通信料がかかりますので、 
 ご自身のインターネットの料金プランをご確認の上ご利用ください。 

地域づくり協議会「みよし」 ＦＢ 検索 

https://www.facebook.com/gogo.miyoshi 

※まほろば夢楽まつりは『三芳を賑わいイベントで元気にしたい！』と活動するチーム夢楽人のメンバーが夢楽 
 まつり実行委員会を立ち上げ企画しています。 

７月の手仕事【大人風味のキーチャーム☆プラバン】 

日 時：７月１４日（木）10時30分から11時20分頃まで ※以降、手仕事カフェ 
場 所：みよし交流館 和室 
参加費：５００円（コーヒー or ティーカプセル1個付き） 
定 員：要予約10名程度 ※ドタ参加も歓迎！（材料がある分まで） 
持ち物：①目打ち ②カラー油性ペン ③はさみ ④必要な人はメガネなど 
    あれば… ⑤丸ヤットコ ⑥平ヤットコ ⑦ニッパー ⑧指カン     

6月の参加者の皆さんを幸せな気持ちにさせたプラバン工作。7月はプラバンをベース
にキーチャームを作ります。プラバンにパステルチョークを使ってフンワリと色付けし
たら、ネックレスなどに応用がきく≪めがね留め≫の技法でチャーム繋ぎます。 

 “手仕事カフェ”は女性たちが集まり、アレコレとお喋
りしながら普段は後回しになってしまう手仕事を片づけ
る昔の『井戸端』のような交流の場です。 
 ６月13日（月）は手仕事カフェの前に、夏に向かって
使いやすい≪大人風味のフラワーブローチ≫のワーク
ショップを開催しました。無色透明のプラスチック板の
ヤスリをかけ、それぞれが色鉛筆で好きなように色付け。
女子力の高い可愛いブローチに仕上げました。 
 次回のカフェは７月14日（木）11時30分からみよし
交流館で開催します。（参加費100円・手仕事持参） 
 カフェの前に以下のワークショップを開催します。 
 お時間のある女子は遊びに来てくださいね。 

横浜・八景島シーパラダイス ＰＲＥＳＥＮＴＳ 

第６回まほろば夢楽まつり 

横浜・八景島シーパラダイスの豪華賞品進呈 
☆日時：７月３１日（日）１２：３０～１３：００ 農村環境改善センター前 

☆募集人数：２０名程度（定員になり次第締め切ります） 

☆申込方法：当日、本部にてエントリー受付をして下さい。 
お問合せ・事務局(☎３６-１１８５) 


